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私は、11 月 9日（土）に実施された「集中ウォーク」の行事に参加しました。歩いたのは私一人で、京

急黄金町を 10時頃に出発しました。大岡川沿岸を河口の先端部まで歩いた後、国際橋を渡って新港地区

を散策し、象の鼻テラスに至る行程で、色々な観光名所を巡りました。 

黄金町駅から桜木町駅までの大岡川沿いのエリアでは、日本初のオルガンが作られたことに因む「オル

ガン広場」、少女時代にこの地区の劇場で舞台に立った昭和の歌姫「美空ひばり像」、大道芸のお祭りが

開かれる野毛の一角「野毛たべもの横丁」、日本最初の鉄道が開通した横浜駅跡の「鉄道創業の地」など、

多彩な観光スポットを見学しました。 

桜木町駅を過ぎると屋形船の乗り場がある「大岡川夢ロード」を歩き、次いで「横浜コスモワールド」

の“ブラーノストリート・ゾーン”に入りましたが、入園料は無料でした。ギャラクシーとかスーパー

プラネットなど、子供たちがダイナミックな遊戯施設に乗って楽しんでいる姿を見て微笑ましく思いま

した。 

その後、河口先端の海上に浮かぶ「みなとみらいぷかり桟橋」の対岸で休憩しましたが、ここではサビ

キ釣りでアジ釣りを楽しんでいる釣り人を見かけました。 

次いで、国際橋を渡って新港地区に入りました。このエリアでは、「ララ物資の記念碑」、「旧横浜港駅プ

ラットホーム」、「赤レンガ倉庫」などを眺めた後、今回のルートで最大の関心を抱いていた「海上保安

資料館横浜館」をつぶさに見学しました。 

ここには、北朝鮮の工作船が展示されています。この船は平成 13 年に奄美大島沖で日本領海に侵入し、

日本の巡視船・航空機に追尾された結果、自爆で沈没すると言う事件に関わっていた不審船、即ち北朝

鮮の工作船です。船体は引き上げられ、平成 16年からこの資料館で公開されています。工作船の全長は

約 30メートルもあり、結構大きな船です。ロケットランチャーや無反動砲、携帯型地対空ミサイル、そ

の他の小型武器や回収品も展示されていました。工作船と言う名称ですが、事実上は戦闘船でした。 

この資料館脇のふ頭には、世界最大級と言われる全長約 150 メートルの巡視船「あきつしま」が係留さ

れていました。 

この資料館を後にして、新港橋を渡って「象の鼻のパーク」に 13時頃到着しました。パーク内の「象の

鼻カフェ」で昼食を取った後、KWCの皆さんに合流しました。 

 

           

日の出町駅の向かいに位置するオルガン広場   少女時代の姿で立つ美空ひばりの像 



       

アフターファイブに賑わう食べ物横丁     桜木町駅の傍らにある鉄道創業の地 記念碑 

 

       

大岡川夢ウォーク              横浜コスモワールドのスーパープラネット 

 

       

シーバスが発着するみなとみらいぷかり桟橋  列車のレールも残る旧横浜港駅プラットホーム 

 

      

海上保安資料館横浜館に展示されている工作船   世界最大級の巡視船「あきつしま」 



      

赤レンガ倉庫前のクラシックカー展示会    「象の鼻カフェ」に展示されていた木造の巨象 

 

以上 


